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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケラチン繊維、特に睫毛または眉毛に化合物を塗布するためのアプリケータであって、
該アプリケータが、
　－　長手方向軸を有し、且つ塗布及び／または拭き取り中に曲がるために適している少
なくとも１つの弾性的に変形可能な可撓性の部分、並びに剛性の部分を備えるステムと、
　－　該ステムに固定されており、撚られたワイヤコア及び前記ステムの長手方向に対し
て横方向に延びる粗い毛とを備えるアプリケータ要素と、
　を備え、
　前記可撓性の部分は、前記アプリケータ要素に隣接していると共に前記ステムの前記剛
性の部分の第１の端部に配置されており、
　前記アプリケータ要素は前記可撓性の部分に固定されており、
　該可撓性の部分は、前記アプリケータ要素の前記コアを受けるためのハウジングを備え
ている、
　アプリケータ。
【請求項２】
　前記剛性の部分が、前記可撓性の部分を、前記ステムの隣接する部分上に固定するため
の少なくとも１つのファスナー部分を受けるための少なくとも１つのハウジングを有する
、請求項１に記載のアプリケータ。
【請求項３】
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　前記可撓性の部分が狭窄部を呈する、請求項１または２に記載のアプリケータ。
【請求項４】
　前記可撓性の部分が、前記コアの端部と、前記可撓性の部分に隣接する前記ステムの剛
性の部分の端部との間に配置された環状の溝を備える、請求項１から３のいずれか一項に
記載のアプリケータ。
【請求項５】
　前記可撓性の部分が、前記ステムのハウジング内に挿入された端部部片を備え、該端部
部片の溝及び底部が、前記アプリケータ部材が前記アプリケータ部材の静止位置に対して
傾斜されるとき、前記可撓性の部分の好ましい変形の２つのゾーンを構成する、請求項４
に記載のアプリケータ。
【請求項６】
　前記コアが、前記ステムの長手方向軸の周りに前記ステムに対して回転可能ではない、
請求項１から５のいずれか一項に記載のアプリケータ。
【請求項７】
　前記可撓性の部分が、少なくとも部分的に電着加工されている、請求項１から６のいず
れか一項に記載のアプリケータ。
【請求項８】
　前記睫毛または前記眉毛に化粧用化合物を塗布するためのパッケージ及びアプリケータ
デバイスであって、該デバイスが、請求項１に記載のアプリケータと、塗布のための化合
物を含んでいる容器と、を備えるデバイス。
【請求項９】
　化合物が、前記可撓性の部分を変形させることによって前記アプリケータ要素と前記ス
テムとの間に形成された角度を修正することによって、前記アプリケータ要素上に塗布さ
れる、請求項１に記載のアプリケータを使用した化粧処理。
【請求項１０】
　前記可撓性の部分が、前記アプリケータ内に組み込まれた、またはそれと接触された振
動発生器による振動周波数と共振するように構成されている、請求項９に記載の化粧処理
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メイクアップまたはケア製品をケラチン繊維、より具体的には、排他的では
ないが睫毛または眉毛に塗布するためのアプリケータに関する。
【０００２】
　本発明は、ステムと、ステムの一方の端部に配置されたアプリケータ要素と、を備える
アプリケータに関する。
【背景技術】
【０００３】
　マスカラアプリケータは、比較的剛性のあるステムを備えることが公知である。
【０００４】
　特許文献１は、それらの長さの大部分に亘って小さい断面の比較的細いステムを備え、
且つ、従って極めて可撓性であるアプリケータを開示している。ある塗布状態の下では、
ステムの可撓性が、メイクアップを塗布する際の正確性を減少させる可能性がある。また
、このようなステムは、あるタイプのワイパ部材、例えば環状リップワイパ部材とともに
使用されるとき、十分に拭き取られることができない。
【０００５】
　特許文献２は、狭窄部（narrowing）を備える平坦なハンドルを備えるアプリケータを
、開示している。
【０００６】
　また、特許文献３は、ワイパ部材に面して配置されることになる狭窄部を備えるステム
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を有する、アプリケータを開示している。狭窄部は、塗布中にいかなる可撓性も与えない
。
【０００７】
　特許文献４は、可撓性の部分を有し、且つ塗布部材を担持しているステムを備えるマス
カラアプリケータを開示している。塗布部材は、ステムと接続された支持部分を受けるよ
うに構成されているハウジングを備えている。塗布部材は、ある実施形態では、回転可能
である。ハウジングの存在は、塗布部材を特定の方式で作製することを必要とする。
【特許文献１】米国特許第６３０５８６１号明細書
【特許文献２】仏国特許出願公開第２７５９８７２号明細書
【特許文献３】仏国特許発明第２７０５８７６号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００６／００４２４６７号明細書
【特許文献５】欧州特許出願公開第１４５４５６１１号明細書
【特許文献６】米国特許出願公開第２００４／０１６８６９８号明細書
【特許文献７】米国特許出願公開第２００４／０２４０９２６号明細書
【特許文献８】米国特許第６３９０７０８号明細書
【特許文献９】欧州特許出願公開第０６１１１７０号明細書
【特許文献１０】仏国特許発明第２８８２５０６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ケラチン繊維、特に睫毛または眉毛にメイクアップを塗布するためのアプリケータを更
に改善し、且つ快適であり使用が容易である新規なアプリケータを有する必要性が存在す
る。
【０００９】
　本発明は、特にその必要性を満足することを追求する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、ケラチン繊維、特に睫毛または眉毛に化合物を塗布するためのアプリケータ
を提供し、該アプリケータは、
　－　長手方向軸を有し、且つ塗布及び／または拭き取り中に曲がるために適している少
なくとも１つの弾性的に変形可能な可撓性の部分を備えるステムと、
　－　ステムに固定されている、ステムの長手方向に対して横方向に延びる粗い毛または
歯を備えるアプリケータ要素と、
　を備える。
【００１１】
　本発明は、メイクアップを正確に塗布することを可能にする。
【００１２】
　可撓性の部分の存在は、例えば、櫛などの比較的剛性のあるアプリケータ要素によって
、または比較的硬い粗い毛を有するブラシによってでさえも、塗布の軽快さを与える。
【００１３】
　ステムがハンドルと接続されているため、可撓性の部分は、アプリケータ要素が容器（
receptacle）から取り外されている間、アプリケータ要素がハンドルとある角度を形成す
ることを可能にし、それによって、アプリケータ要素が、化合物を含んでいる容器の長手
方向軸との位置合わせを、より容易に維持すること可能にするためにも働く。前記容器が
ワイパ部材を備えるとき、アプリケータ要素は、より効果的に拭き取られ、化合物が、ア
プリケータ要素上に、より一様に分散される。
【００１４】
　可撓性の部分はまた、アプリケータ要素が取り外されている間、ユーザが手の自然な運
動を使用してハンドルを容器に対して傾斜させることを可能にする。
【００１５】
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　睫毛または眉毛上の化合物の抵抗が、アプリケータ要素を減速させ、変形させる可能性
があり、アプリケータ要素は、変形の際に弾性エネルギーを蓄積する。睫毛または眉毛の
毛の先端に到達した際にアプリケータ要素が緩んだとき、このようにして蓄積された弾性
エネルギーの回復が、睫毛または眉毛の毛の延長及び分離を改善させる加速度及び追加の
運動を結果として生じさせる。
【００１６】
　可撓性の部分はまた、アプリケータ要素が目を強く突く危険性を減少させる。
【００１７】
　「弾性的に変形可能な（elastically deformable）」という用語は、ある量の形状記憶
を呈する可撓性の部分として理解されるべきである。「弾性的に変形可能な」という表現
は、広義で理解されるべきであり、且つ、特に、例えば、可撓性の部分を作製するために
使用される材料の性質及び前記可撓性の部分の形状が与えられた場合、変形された後、そ
の最初の位置と厳密に同一ではない位置へ弾性によって戻る可撓性の部分を包含する。
【００１８】
　「剛性の部分（rigid portion）」という用語は、塗布中に実質上変形しない部分であ
るとして、理解すべきである。剛性の部分は、例えば、指によってそれに応力が及ぼされ
たとき、全体として少量の変形を受けることがある。
【００１９】
　一例として、可撓性の部分は、アプリケータ要素全体の方向を修正するために、例えば
３０°を超えて曲がることが可能である。
【００２０】
　可撓性の部分の可撓性は、その形状、及び／またはそれを作製するために使用される材
料の結果として生じる。
【００２１】
　ステム
　「ステム（stem）」という用語は、ステムの可撓性の部分によって、及び剛性の部分に
よって形成される組立体を称する。
【００２２】
　ステムが、ハンドルとアプリケータ要素との間で軸方向に延びている。ステムの長さは
、アプリケータ要素に隣接するその端部と、ハンドルと接続するためのその端部（例えば
、ハンドルの内部でステムが横板と接続される端部）との間で測定される。
【００２３】
　可撓性の部分は、オプションで直線的である長手方向軸に沿って延びることができ、軸
は、アプリケータ要素の軸と並んで延びている。
【００２４】
　可撓性の部分は、熱可塑性材料を成形することによって、例えば射出成形することによ
って作製されてもよい。特に、可撓性の部分は、刻印される必要はない。可撓性の部分は
、ステムの剛性の部分上にオーバーモールド（overmold）されることによって作製されて
もよい。ある変形形態では、可撓性の部分が、スナップ固定によって、接着によって、ね
じ固定によって、力嵌め（force-fitting）によって、または圧接（crimping）によって
、ステムの残りの部分に固定される。ステムは、可撓性の部分を剛性の部分上に固定する
ために少なくとも１つのファスナー部分を受けるための、少なくとも１つのハウジングを
有する剛性の部分を備えることができる。ある変形形態では、可撓性の部分は、ステムの
剛性の部分を可撓性の部分上に固定するための少なくとも１つのファスナー部分を受ける
ための、少なくとも１つのハウジングを備えることができる。可撓性の部分のファスナー
部分は、圧接の場合にステムの剛性の部分による保持を改善するための、拡大された頭部
（enlarged head）または狭窄部を呈することができる。
【００２５】
　ステムの可撓性の部分は、特にその変形可能性を用いてステムの残りの部分の上に及び
／またはアプリケータ要素上に熱間または冷間装着されてもよい、またはステムの残りの
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部分の上に及び／またはアプリケータ要素上にオーバーモールディングされてもよい。
【００２６】
　可撓性の部分の可撓性は、例えば、可撓性の部分を構成する材料、特にそれらのショア
硬度を選択することによって、塗布のために望まれる特性に応じて選択できる。ステムの
可撓性の部分及び隣接するステムの剛性の部分の材料の硬さが、異なってもよい。
【００２７】
　可撓性の部分は、以下の材料で、少なくとも部分的に作製されてもよい。例えば、エラ
ストマー、熱可塑性プラスチック、熱可塑性エラストマー材料、低密度ポリエチレン（Ｌ
ＤＰＥ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリウレタン（ＰＵ）、熱可塑性エラストマーポ
リエステル、特にブテンテレフタレートのコポリマー及びエステル化された酸化ポリテト
ラメチレングリコール、Ｈｙｔｒｅｌ（登録商標）、エチレン－プロピレンターポリマー
ゴム（ＥＰＤＭ）、フェニレンジマレイミド（ＰＤＭ）、エチレンビニルアセテートコポ
リマー（ＥＶＡ）、スチレン－イソプレン－スチレン（ＳＩＳ）、スチレン－エチレン－
ブチレン－スチレン（ＳＥＥＳ）、スチレン－ブタジエン－スチレン（ＳＢＳ）、ラテッ
クス、シリコーン、ニトリルゴム、ブチル、ポリウレタン、プリエーテルブロックアミド
及びポリエステルが挙げられるが、これらは限定的なものではない。
【００２８】
　可撓性の部分は、例えば、ショアＡ硬度２５からショアＤ硬度８０の範囲にある、また
はショアＡ硬度４０からショアＤ硬度７０の範囲にある硬さを有する材料で作製されても
よい。
【００２９】
　可撓性の部分の全体の見かけの長さｌ（エル）は、例えば、１０ミリメートル（ｍｍ）
から３５ｍｍの範囲にある。
【００３０】
　可撓性の部分の最大横方向外寸法は、例えば、２ｍｍから１０ｍｍの範囲にある。
【００３１】
　可撓性の部分は、磁化可能であり、例えば、磁性の粒子または磁性の繊維の充填剤を備
えてもよい。
【００３２】
　可撓性の部分の可撓性は、可撓性の部分の断面及び輪郭形状に応じて様々であってよい
。
【００３３】
　可撓性の部分は、中実または中空である様々な形状の、例えば、多角形、正方形、矩形
、三角形、円形、非円形、長円形、卵形、楕円形、切欠き付き、星型形状、または１つま
たは複数の環状のまたは軸方向の溝付きの形状から選択される断面を有してもよい。
【００３４】
　可撓性の部分は、ステムの長手方向軸に関して円対称であってよい。
【００３５】
　可撓性の部分は、適切なところで、狭窄部を呈してもよい。狭窄部は、環状の形状であ
ってよい。従って、いくつかの実施形態では、ステムの可撓性の部分が砂時計形状にされ
ている、または、刻み目を付けられた（crenellated）環状の溝を呈する。
【００３６】
　また、ステムの可撓性の部分は、円対称である必要はない。このような形状は、最初の
形状に対してアプリケータ要素の傾斜方向に沿って変化する、ステムの可撓性を得ること
を可能にする。特に、ステムの可撓性の部分は、一般に細長い形状である断面を呈しても
よい。ハンドルは、指を受けるための少なくとも１つの受容ゾーン、特に、一般に可撓性
の部分の断面の長軸に対して略平行に延びている平坦部またはくぼみを備えてもよい。ハ
ンドルの形状は、円対称である必要はなく、それによってアプリケータを保持するために
所定の方向に偏ってもよい。
【００３７】
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　可撓性の部分は、中央平面に関して対称的であってよい。
【００３８】
　可撓性の部分は、ステムの最大横方向寸法、例えばステムの外直径と等しい、最大横方
向寸法を有してもよい。ある変形形態では、可撓性の部分は、ステムの最大の横方向寸法
よりも大きい、最大横方向寸法を有してもよい。更に、ある変形形態では、可撓性の部分
は、ステムの最大横方向寸法よりも小さい、最大横方向寸法を有してもよい。
【００３９】
　可撓性の部分は、少なくとも部分的に電着加工（flock）されてもよい、このことは、
可撓性の部分が、製品を装填され、且つ、例えば、睫毛または眉毛上に製品を塗布するた
めに使用されることを可能にする。電着加工された部分は、磁性または磁化可能であって
よい。このことは、電着加工された部分が、製品が磁性の顔料または充填剤を備えるとき
、例えば、睫毛を延長するために、塗布の前及び／または後に製品に作用を及ぼすことを
可能にする。
【００４０】
　可撓性の部分の見える部分は、ステムの部分の中に固定されたその部分より細くてもよ
い。
【００４１】
　ステムは、単一の可撓性の部分を備えてもよい。ステムの残りの部分は、剛性である、
すなわち、塗布の際に実質上変形しない。
【００４２】
　ステムは、少なくともその長さの大部分に亘って円柱状、または略円柱状であってよい
。一例として、ステムは、ある平面に沿って平坦以外であってよい。一例として、ステム
の長さは、その幅よりずっと大きくてもよい、例えば、その幅より２倍以上、または３倍
以上でさえも、更に５倍以上大きくてもよい。
【００４３】
　ステムは、ハンドルに堅固に接続されてもよい。ある変形形態では、ヒンジが、ステム
とハンドルとの間に存在してもよい。
【００４４】
　可撓性の部分が、ステムの剛性の部分の第１の端部に配置されてもよい、また、可撓性
の部分が、アプリケータ要素に隣接してもよい。
【００４５】
　可撓性の部分は、アプリケータ要素を固定するための、特に、アプリケータ要素の一部
分、例えば、アプリケータ要素のコアを受けるためのハウジングを備えてもよい。
【００４６】
　ある変形形態では、可撓性の部分が、剛性の遠位のステムの部分と剛性の近位のステム
の部分との間に配置されてもよい。
【００４７】
　ステムは、アプリケータ要素と可撓性の部分との間に延びる剛性の遠位部分、及び可撓
性の部分とハンドルと接続されているステムの第２の端部との間に延びる剛性の近位部分
とを備えてもよい。ステムの剛性の近位及び遠位部分が、このようにして可撓性の部分を
介して相互接続される。剛性の遠位及び近位部分は、同じ直径を呈してもよい。
【００４８】
　剛性の近位のステムの部分の長さは、剛性の遠位のステムの部分の長さより大きくても
よい。近位部分の長さは、１．５倍、より好ましくは１．７倍、更に好ましくは少なくと
も２倍だけ、遠位部分の長さより大きくてもよい。
【００４９】
　可撓性の部分の長さは、剛性の遠位及び近位部分のうちの少なくとも１つの長さより小
さくてもよい。特に、可撓性の部分は、ステムの全長の３分の１未満に亘って、より好ま
しくは４分の１未満に亘って延びてもよい。
【００５０】
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　ステムは、剛性の上半分を備えてもよく、可撓性の部分は、ステムの下半分に配置され
、それによってアプリケータ要素に近接する。
【００５１】
　ステムの可撓性の部分は、アプリケータ要素または剛性の遠位のステムの部分は、剛性
の近位のステムの部分に対して実質上傾斜されることを可能にするように、塗布中に変形
してもよい。
【００５２】
　剛性の遠位及び近位部分はそれぞれ、塗布中、略直線状であってよい。
【００５３】
　ステムが作製される方法にかかわらず、可撓性の部分は、例えば、アプリケータ要素と
ステムがほぼ並んでいる最初の静止状態と比較して、アプリケータ要素全体が、塗布中、
例えば１０°以上、より好ましくは１５°、更に好ましくは３０°、または更に４５°、
または６０°以上反転可能に傾斜させることができるようにして、傾斜されるように構成
されてもよい。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、可撓性の部分がステムに対するアプリケータ要素の方向を修
正するために、変形するとき、アプリケータ要素のコアが、目に見える方式で変形する必
要はない。
【００５５】
　ステムの剛性の部分は、中実または中空の、及び以下から選択された形状の断面を有し
てもよい。例えば、円形、非円形、長円形、長円形、楕円形、多角形、正方形、矩形、三
角形、インゲンマメ形（kidney-shaped）、切欠き、星型形状、または１つまたは複数の
溝の如きであり、好ましくは円形断面とされている。 
【００５６】
　近位及び遠位の部分は、同じ材料で、若しくは、少なくとも部分的に、２つのそれぞれ
異なる材料で作製されてもよい。
【００５７】
　ステムの剛性の部分は熱可塑性材料、特に以下から選択される材料のうちの１つで作製
されてもよい。例えば、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰ
Ｅ）、線状ポリエチレン（ＬＰＥ）、ＰＴ、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリオキシメチレ
ン（ＰＯＭ）、ポリアミド（ＰＡ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、及びポリ
ブチレンテレフタレート（ＰＥＴ）が挙げられるが、これらは限定的なものではない。
【００５８】
　アプリケータ要素がそれに固定されるステムの端部は、アプリケータ要素を固定するた
めのハウジングを備えてもよい。ハウジングは、可撓性の部分内、またはステムの剛性の
遠位の部分内に形成されてもよい。ステムの剛性の部分はまた、可撓性の部分をその上に
固定するためのハウジングを備えてもよい。少なくとも、アプリケータ要素または可撓性
の部分を固定する前は、両方のハウジングは、同一の形状及びサイズであってよく、それ
によって、ステムの剛性の部分にアプリケータ要素を直接固定するために、可撓性の部分
を除去することを容易にする。
【００５９】
　アプリケータ要素を固定するためのハウジングが、特に可撓性の部分内に形成されると
き、ハウジングが、異なるサイズのファスナー部分を有するアプリケータ要素を固定する
ことを可能にするように構成されてもよい。例えば、可撓性の部分の材料の変形可能性の
ため、ハウジングのサイズ及び形状が、様々であってよい。
【００６０】
　可撓性の部分は、圧接によって、すなわち、ハウジングを画定している壁を変形させる
ことによって、ステムの剛性の部分のハウジング内に固定される端部部片（endpiece）を
備えてもよい。
【００６１】
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　アプリケータ要素が接続されているステムの端部は、アプリケータが容器内に挿入され
ること、及びワイパ部材を通過することを、より容易にするように傾斜されてもよい。あ
る実施形態では、傾斜されるのは可撓性の部分である。ステムは、可撓性の部分に隣接す
るその端部に、傾斜されていない剛性の部分を備えてもよい。
【００６２】
　ステムの剛性の部分及び可撓性の部分は、好ましくは拭取りを助けるように、近接した
横方向寸法を有する、例えば、これらは同じ直径を有する。
【００６３】
　その第２の端部で、ステムは、ハンドル上に固定するためのファスナー部分、例えば、
ハンドル内に力嵌め及び／またはスナップ固定のための端部部片を備えてもよい。端部部
片は、その底部に板を備える管状のスカートを備えてもよい。ステムはまた、ハンドルを
備えて成形されてもよい。
【００６４】
　ハンドルは、塗布のための化合物を含んでいる容器を、漏れのないように閉じるように
構成されてもよい。
【００６５】
　ハンドルは、例えば、ねじ、または少なくとも１つの環状のスナップファスナービード
を容器上に固定するためのファスナー手段を備えてもよい。
【００６６】
　アプリケータ要素
　アプリケータ要素が、ステムの長手方向軸に対して垂直である必要はない、長手方向軸
に沿って延びてもよい。一例として、両方の軸は、略一致してもよい、または厳密には９
０°未満である角度をそれらの間に形成してもよい。
【００６７】
　アプリケータ要素は、ステムに固定するためのファスナー部分を備えてもよく、前記フ
ァスナー部分は、好ましくは可撓性の部分の長さよりも短い長さを有し、その長さはステ
ムの長手方向軸に沿って測定される。
【００６８】
　アプリケータ要素は、ステムの可撓性の部分よりも剛性であるコアを備えてもよい。
【００６９】
　有利である例示的な実施形態では、アプリケータ部材が、撚られたワイヤコアを備える
。「撚られたワイヤコア（twisted wire core）」によって、少なくとも２つの長さの撚
られた金属製のワイヤを備えるコアが理解される。コアは、互いに撚られた少なくとも２
つのワイヤを備える単純撚り線、または、粗い毛を保持するために互いに撚られた２つの
撚られたワイヤ構成を備える二重撚り線を有してもよく、撚られたワイヤ構成の各々は、
粗い毛を保持する場合もあれば保持しない場合もある。
【００７０】
　このような撚られたワイヤコアの使用にある利点は、市場に存在する大部分のマスカラ
ブラシが、このような撚られたワイヤコアで作製されることである。
【００７１】
　コアは、ステムの長手方向軸の周りにステムに対して回転可能でなくてもよい。
【００７２】
　コアが、互いに撚られた２つの長さの金属製のワイヤを備えるとき、ワイヤは、左ピッ
チまたは右ピッチで撚られてもよい。
【００７３】
　ワイヤ長さを形成しているワイヤは、例えば、０．３５から１ｍｍを占める直径を有し
てもよい。
【００７４】
　この場合には、ファスナー部分が、粗い毛を有さないコア部分を備えてもよく、前記部
分はステムの対応するハウジング、例えばステムの可撓性の部分の、または剛性の部分の
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ハウジングに挿入されるためのものである。
【００７５】
　撚られたワイヤコアの使用は、最終的に、冷間または熱間の力嵌めによって、可撓性の
部分内でのコアのより良い保持を可能にしてもよい。
【００７６】
　アプリケータ要素の外被表面は、その長さに沿った少なくとも１つの点で、円形でない
断面を呈してもよい。その長さに沿った少なくとも１つの点で、アプリケータ要素の外被
表面の断面は、以下から選択される全体形状を呈してもよい。例えば、非円形、多角形、
特に三角形、正方形、矩形、五角形、または六角形、長円形、特に楕円形、またはレンズ
形状、またはその他のいくつかの形状の如きである。
【００７７】
　外被表面の少なくとも１つの断面に対して、コアが、前記セクションの対称性の中心を
画定してもよい。コアは、アプリケータ要素の長さに沿った少なくとも１つの点で、外被
表面の断面内で中心からずれてもよい。
【００７８】
　外被表面は、アプリケータ要素の長さの大部分に亘って一定でない断面であってよい。
【００７９】
　アプリケータ要素は、少なくとも１つの凹面を呈してもよい。アプリケータ要素は、ア
プリケータ要素が断面で観察されるとき、前記断面内のコアから延びる最も長い粗い毛の
長さよりも大きい曲率半径の、少なくとも１つの凸面を呈してもよい。
【００８０】
　アプリケータ要素のコアは、２０°未満であるステムの長手方向軸との角度をおそらく
形成する、略直線状な部分を備えてもよい。
【００８１】
　コアは、ステムの長手方向軸から最も遠く離れているコアの点を構成する、ステムから
離れた自由端を呈してもよい。コアの自由端は、７．５ｍｍ未満のステムの長手方向軸か
らの距離に配置されてもよい。
【００８２】
　本発明の他の態様によると、アプリケータ部材は、撚られたワイヤコアを備えない。
【００８３】
　コアは、例えば、粗い毛の束がその中で保持される、少なくとも１つの通し孔を備えて
もよい。粗い毛の束は、第１の端部を有してもよく、また、第１の端部から離れる際に、
コアの外側へ、少なくとも部分的に延びる、少なくとも２つの粗い毛の副束に分割されて
もよい。束の粗い毛は、例えば、Ｖ字を形成するように、２つの副束に分離されてもよい
、または、例えば、Ｘ字を形成するように、より多くの副束に分離されてもよい、このよ
うなアプリケータ要素が、特許文献５に記載されている。
【００８４】
　アプリケータ要素はまた、プラスチック材料を成形することによって、特に射出成形す
ることによって作製されてもよく、且つ、射出成形された櫛またはブラシを形成してもよ
い。アプリケータ要素は、コア及びコアから延びている粗い毛または歯を備えてもよい。
【００８５】
　アプリケータ要素の材料は、所望の用途のために前記アプリケータ要素の可撓性に適合
するように選択されてもよい。一例として、材料は、アプリケータ要素が十分可撓性であ
るように選択されてよい。
【００８６】
　ファスナー部分は、例えば、ステムの対応するハウジング内に挿入するために、歯また
は粗い毛を有さない端部部分、例えば円筒形の部分であってよい。
【００８７】
　ある変形形態では、可撓性の部分が、前記アプリケータ要素がステムの残りの部分に固
定される前に、アプリケータ要素の全部または一部と一体に作製される。しかし、この場
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合では、及び本発明の意味では、可撓性の部分は、ステムの形成部分とみなされる。
【００８８】
　粗い毛
　アプリケータは、例えば、６５マイクロメートル（μｍ）から４００μｍの範囲にある
最大横方向寸法を有する粗い毛を備えてよい。
【００８９】
　粗い毛は、オプションで円形断面の、中実または中空であってよい。
【００９０】
　粗い毛は、可撓性の部分とオプションで接触する。
【００９１】
　アプリケータは、例えば、エラストマーなどの弾性的に変形可能な材料で作製された少
なくとも１つの粗い毛を備えてもよい。
【００９２】
　アプリケータは、例えば微粒子などの化合物、またはその他の化合物を含む、少なくと
も１つの粗い毛を備えてもよく、ケラチン繊維上での粗い毛の滑動を改善することを可能
にする、または、逆に、繊維をより強く捕捉するための表面粗度を作成すること可能にす
る。
【００９３】
　アプリケータは、粗い毛の混合物を備えてもよい。
【００９４】
　アプリケータは、異なる直径を有する粗い毛を備えてもよい。
【００９５】
　アプリケータは、少なくとも１つのうねりを呈する少なくとも１つの粗い毛を備えても
よく、特に、アプリケータはそれぞれ少なくとも１つのうねりを呈する少なくとも１つの
周期的なパターン、異なる少なくとも２つの周期的なパターンを備える、少なくとも２つ
の粗い毛を備えてもよい。２つの異なる周期的なパターンは、２つの異なる粗い毛または
同じ粗い毛に属してもよく、うねりは、異なる形状、例えば、鋸歯形状、または正弦波状
、または更に異なる振幅、または異なる空間周波数の更なるうねりを呈してもよい。「周
期的なパターン（periodic pattern）」という表現は、粗い毛の中で、粗い毛に沿って周
期的に実質上再生される前記粗い毛の一部分を意味する。
【００９６】
　アプリケータはコアとともに射出成形されること以外で作製された粗い毛を、備えても
よく、アプリケータ要素は、例えば特許文献６に記載されているように、コアから方向付
けられて延びている曲線状の粗い毛を有する、少なくとも１つの部分を備えてもよい。「
方向付けられて延びている（extending in oriented manner）」という用語は、曲線状の
粗い毛が、アプリケータ要素の製造中に定義された一般的な方向で延びており、完全にラ
ンダムな方向で延びていないことを意味する。特に、粗い毛は、コアの周りに同じ円周方
向に方向付けられてもよい。アプリケータ要素の粗い毛は、熱い表面と、特にアプリケー
タ要素に対して移動する表面との接触によって曲げられてもよい。
【００９７】
　一例として、アプリケータ要素は、２つの隣接する巻きの間で係合されている少なくと
も２つの変形された粗い毛を備えてもよく、特許文献７に記載されているように、粗い毛
のそれぞれが、コアからのその長さに沿った少なくとも１つの点で、材料の除去または平
坦化を呈し、前記点から非半径方向に外向きに延びている。各変形された粗い毛は、それ
らの間に屈曲部を形成している２つの直線状な部分を備えてもよい。２つの直線状な部分
は、同じ断面を呈してもよい。変形された粗い毛のすべてが、コアから実質上同じ距離に
すべて配置されている屈曲部を定義してもよい。
【００９８】
　一例として、アプリケータ要素は、１巻き当たり５から８０の粗い毛、更に１５から４
０、特に１巻き当たり１０から５０の粗い毛を備えてもよい。アプリケータ要素はまた、
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１巻き当たり５から２０しかない粗い毛を備えてもよい。１巻き当たりの粗い毛の数は、
アプリケータ要素がそのコアの周りを１８０°回転している間に、静止した観測者によっ
て計数される粗い毛の端部の数に対応する。
【００９９】
　アプリケータは例えば、特許文献８に記載されているような、撚られた粗い毛を備えて
もよい。
【０１００】
　アプリケータ要素は、オプションで取外し可能な方式で、アプリケータ内、特にハンド
ル上に装着された発電機によって、または、例えばユーザの指に装着された外部振動要素
によって振動させられてもよい。
【０１０１】
　パッケージ及びアプリケータデバイス
　本発明はまた、化粧品化合物を塗布するためのパッケージ及びアプリケータデバイスを
提供し、該デバイスは、上記で定義されたようなアプリケータ、及び塗布のための化合物
を含んでいる容器を備える。
【０１０２】
　デバイスは、容器から取り外されている間に、アプリケータ要素を拭き取るようにして
配置されたワイパ部材を更に備えてもよい。ワイパ部材は、容器のネック内に固定されて
もよい。
【０１０３】
　ワイパ部材は、エラストマーまたはポリエチレンで作製されたリップを備えてもよい、
または、ある変形形態では、ワイパ部材は、例えばその中央にスロットが空けられた、フ
ォームのブロックを備えてもよい。また、ワイパ部材は、有孔材料を備える必要はない。
【０１０４】
　ワイパ部材は、特にワイパオリフィスのサイズを調節することを可能にするように、調
節可能であってよい。
【０１０５】
　化合物は、睫毛または眉毛のためのメイクアップまたはケア製品である。化合物は、例
えば、マスカラであってよい。
【０１０６】
　化合物は、液体、またはペーストであってよい。
【０１０７】
　ハンドルは、容器を漏密な方式で閉じてもよく、例えば、容器のネック上にねじ固定さ
れてもよい。
【０１０８】
　本発明が、その限定されない実施形態についての以下の説明を読み、添付の図面を調べ
れば、より良く理解できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１０９】
　図１から図３は、睫毛または眉毛への塗布用の化合物Ｐ（例えばマスカラ）を含む容器
２と、アプリケータ３であって、その遠端部４ａにアプリケータ要素５を備え、且つ容器
２を閉じるための閉止キャップを構成しているハンドル６と、その近端部で接続されてい
るステム４を備えたアプリケータ３と、を備えるパッケージ及びアプリケータデバイス１
を示している。容器は、例えば、容器のネック８の中に挿入されたエラストマー製の部品
によって構成されたワイパ部材７と嵌合される。ワイパ部材７は、オプションで簡便にす
ることができ、実際、ワイパ部材は調節可能にすることができる。
【０１１０】
　それ自体公知の方式で、きつく螺合されたとき、ハンドル６は、漏密な方式で、ネック
８上で容器２を閉じるように構成されている。
【０１１１】
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　図示されている実施形態では、ワイパ部材７が、ステム４の直径にほぼ対応する直径を
有する円形断面のワイパオリフィス９を画定し、前記ステムは、図示されている実施形態
では、容器内に係合されたその部分の少なくともすべてに亘って、円形断面である。
【０１１２】
　考慮中の実施形態では、ステム４は、アプリケータ３が前記容器上の位置にあるとき、
容器２のネック８の軸と略一致する直線状の長手方向軸Ｘを呈する。
【０１１３】
　ステム４は、図１から図３で説明されている実施形態では、ステム４の遠端部４ａから
延びている、剛性の部分４ｇ及び可撓性の部分２０の両方を備える。
【０１１４】
　図１から図３に示されている実施形態では、可撓性の部分２０は、ステムの残りの部分
４の直径と等しい直径の、円形断面である。
【０１１５】
　可撓性の部分２０は、剛性の部分４ｇが作製されている材料よりも可撓性である材料、
例えば、エラストマー、熱可塑性プラスチック、または熱可塑性エラストマー、ＬＤＰＥ
、ＰＶＣ、Ｈｙｔｒｅｌ（登録商標）、ＥＰＤＭ、ＥＶＡ、ＳＩＳ、ＳＥＥＳ、ラテック
ス、シリコーン、ニトリルゴム、ブチル、ポリウレタン、及びプリエーテルブロックアミ
ドで作製されている。
【０１１６】
　一例として、剛性の部分４ｇは、ポリオレフィンで作製されている。
【０１１７】
　一例として、剛性の部分は、４ｍｍの外直径及び２５ｍｍから５０ｍｍの範囲にある長
さを有するＰＯＭで作製されている。
【０１１８】
　可撓性の部分２０は、ステム４に可撓性を賦与することを可能にし、このことは、図２
に示されているように、アプリケータ要素５が容器２から取り外されている間、特に有用
である。
【０１１９】
　この図では、アプリケータ要素５が容器２から取り外されている間、ユーザがアプリケ
ータ要素５を容器２の長手方向軸に対して斜めに引っ張る場合でさえも、アプリケータ要
素５が、ワイパ部材７を通過している間、可撓性の部分２０の可撓性を用いて器２の長手
方向軸２と略同一である方向を保存することを見ることができる。
【０１２０】
　このようにして、アプリケータ要素５の拭取りの品質が、その水平性に関して保存され
、且つ良好な条件の下で塗布が行われることができる。
【０１２１】
　また、塗布中、アプリケータ要素５と睫毛若しくは眉毛との間の接触が、より軽くされ
ることができ、上記で説明されたように、可撓性の部分の弾性が、化合物を塗布すること
、睫毛または眉毛の毛を延長すること及び分離させることに対して有利であることがわか
る。
【０１２２】
　考慮中の実施形態では、アプリケータ要素は、２つの撚られた金属糸によって形成され
たコア１０を備えるブラシであり、且つコア１０は、図３に示されているように、ステム
４のハウジング内に固定された近位部分を有し、例えばハウジング内に力嵌めされている
。
【０１２３】
　コア１０は、コア１０の巻きの間で締結されることによって保持され、且つコアから略
放射状に延びている粗い毛１１を担持している。
【０１２４】
　可撓性の部分２０は、様々な方式で、例えば、図３に示されているように、ステム４の
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剛性の部分４ｇのハウジング２２内に力嵌めされて、剛性の部分４ｇ上に固定できる。
【０１２５】
　また、可撓性の部分２０は、アプリケータ要素５のファスナー部分を、及び特に図３で
は、コア１０の端部を受けるためのハウジング２４を備える。
【０１２６】
　ハウジング２２及び２４が、同じサイズ及び同じ形状であり、それによって、可撓性の
部分２０を除去すること、及び可撓性の部分２０が必要でないとき、ステム４のハウジン
グ２２内のコア１０へ挿入することを可能にし、それによって、小型化が可能となること
が、図３より理解できる。
【０１２７】
　当然、様々な修正が、本発明の範囲を逸脱することなく、アプリケータ、特にアプリケ
ータ要素及び可撓性の部分に付加できる。
【０１２８】
　可撓性の部分２０は、様々な方式でステムの残りの部分に固定できる。
【０１２９】
　一例として、可撓性の部分は、図４に示されているように、剛性の部分４ｇの雄ファス
ナー部分を受けるためのハウジング２５を備えることができる。
【０１３０】
　可撓性の部分２０はまた、剛性の部分４ｇ上にオーバーモールドできる、またはその逆
である、または、図５に示されているように、ステム４のハウジング２２に圧接されるこ
とによって保持できる。
【０１３１】
　また、可撓性の部分２０の形状は、図６に示されているように、円筒形以外であること
ができる。
【０１３２】
　一例として、可撓性の部分２０は、図６に示されているように、傾斜された端部を備え
ることができ、それによってアプリケータ３を容器２内へ戻すことをより容易にする。
【０１３３】
　可撓性の部分２０は、細くされた部分、例えば図７に示されているように砂時計形状を
備えることができる、または図８に示されているように、刻み目を付けられた環状の溝２
０ｋを備えることができる。
【０１３４】
　図８の実施形態は、アプリケータ部材のための良好な角度行程を有しながら、柔らかす
ぎない材料によってアプリケータ部材を作製することを可能にするため、特に有利である
。可撓性の部分は、２つの優位な変形ゾーンを有し、第１のものは溝２０Ｋのレベルにあ
り、且つ第２のものは、剛性の部分内に挿入された端部部片の底部２０ｇのレベルにある
。この例では、剛性の部分に隣接している可視部分の可視表面が、同じ直径を有する剛性
の部分と一続きで記されている。
【０１３５】
　可撓性の部分２０はまた、図９に示されているように、ハウジング２２内に部分的にの
み挿入されることができ、且つ適切であれば、環状の溝が、ステムの剛性の部分４ｇの端
部の正面に形成されることができ、溝の幅は、可撓性の部分のファスナー部分がステムの
剛性の部分内に押し込まれる程度に依存する。
【０１３６】
　可撓性の部分の可撓性は、それが作製される材料の選択のみの結果として生じ得る、若
しくはその他の材料の選択及びその形状の両方の結果として生じ得る。
【０１３７】
　図７から図９に示されているような細くされた形状は、より大きな可撓性を賦与するこ
とができる。
【０１３８】
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　図１０に示されているように、可撓性の部分２０がステムの残りの部分４の最大横方向
寸法よりも大きな最大横方向寸法を呈することは、本発明の範囲を逸脱しない。
【０１３９】
　図１０Ａは、可撓性の部分２０が、剛性の部分４ｇの隣接する部分の最小横方向寸法よ
りも小さい最小横方向寸法を呈する見える部分２０Ａを備える変形形態を示している。
【０１４０】
　適切な場合、可撓性の部分は、剛性の部分４ｇの隣接する軸方向端部と当接するカラー
２０ｂを備えて作製できる。
【０１４１】
　図１０Ｂは、アプリケータ要素５を固定するための可撓性の部分２０の部分と、剛性の
部分４ｇに固定するための可撓性の部分の間で変化する輪郭形状を備える可撓性の部分２
０を作製する可能性を示している。図示されている実施形態では、及び一例として、可撓
性の部分は、小さい直径のゾーンを画定する環状の溝２０ｄによって分離された複数の環
状のリブ２０ｃを備え、それによって可撓性の部分２０の可撓性を増加させている。この
図では剛性の部分４ｇに固定するための可撓性の部分２０の部分の端部が、内側を向いた
くぼみ３０１を形成するようにして剛性の部分４ｇを圧接することによって剛性の部分４
ｇのハウジング３００内に保持されている広げられた頭部２０ｅを備えることを、見るこ
とができる。
【０１４２】
　図１０Ｃは、隣接する剛性の部分４ｇ上に固定するための部分２０ｆを呈する可撓性の
部分の可能性を示しており、狭窄部２０ｇは、剛性の部分４ｇを圧接することの結果とし
て生じるくぼみを受けるために適している。
【０１４３】
　一般に及び図示のように、可撓性の部分は、アプリケータ要素を可撓性の部分上に固定
するための可撓性の部分の一部分とステムの残りの部分を固定するための可撓性の部分の
一部分との間に、軸方向に配置されている狭窄部２０ｗを備えて作製できる。
【０１４４】
　図１０Ｄは、可撓性の部分２０が曲げられている間の、図１ＯＣのステムを示している
。その環状の狭窄部の所で変形する可撓性の部分２０に加えて、ステムの剛性の部分を固
定するための部分もまた伸張して、隙間３１０が、可撓性の部分と剛性の部分４ｇの端部
との間の外部におそらく現れるのもこの図から理解できる。
【０１４５】
　図１０Ｅは、剛性の部分４ｇの、対応するハウジング内に係合するための中央部分２０
ｉ、及び中央部分２０ｉを受けるハウジングの周囲に形成されている管状スカート３１２
をカバーすることになる外側管状スカート２０ｈを備える、可撓性の部分２０を作製する
ことの可能性を示している。このことは、剛性の部分４ｇと、前記可撓性の部分が剛性の
部分４ｇと接続されている可撓性の部分２０との間に連続的な外直径を有することを可能
にする。
【０１４６】
　可撓性の部分の断面の外側は、円形以外、特に、その長さに沿った少なくとも１つの点
であってもよい。
【０１４７】
　一例として、図１１に示されているように、可撓性の部分は、１つまたは複数の軸方向
に延びる溝２８を備えることができ、それによって、アプリケータ３が容器２に挿入され
ている、または容器２から取り外されている間、容器２の内側と外側との間を均衡させる
ための圧力を与える。
【０１４８】
　更に、ある変形形態では、可撓性の部分の断面の形状は、円形以外、例えば、多角形、
正方形、矩形、三角形、非円形、長円形、卵形、楕円形、インゲンマメ形、星型形状、ま
たは１つまたは複数の溝を備える。またステムの残りの部分の断面の形状が、前掲の形状
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から選択できる。
【０１４９】
　可撓性の部分２０及びステムの残りの部分の断面は、本発明の範囲を逸脱することなく
、同一であっても、異なってもよい。
【０１５０】
　上記で説明された実施形態では、可撓性の部分２０は、ステム４の遠端部４ａを画定す
るが、このことは、別段の記載がない限り、本発明の範囲を逸脱しない。
【０１５１】
　一例として、図１２は、可撓性の部分２０が、ステムの剛性の遠位部分４ｂとステムの
剛性の近位部分４ｃとの間に配置されている実施形態を示している。
【０１５２】
　また、上記で説明された実施形態のすべてにおいて、ステムは、直線である長手方向軸
Ｘを備えて示されているが、このことは、別段の記載がない限り、本発明の範囲を逸脱し
ない。
【０１５３】
　一例として、図１３は、ステム４の長手方向軸Ｘが曲線状である実施形態を示している
。
【０１５４】
　ステム４の長手方向軸Ｘの曲線は、可撓性の部分２０の曲線上の結果として、または更
に、ステム４の剛性の部分の曲線状の形状の結果としてであってよい。
【０１５５】
　曲線状の形状は、ステム４の剛性の部分のハウジング２２内に多かれ少なかれ完全に可
撓性の部分２０の曲線状のファスナー部分を挿入する結果としてであってよい。
【０１５６】
　また、アプリケータ要素は、円形断面の外被表面を有してもよい、または、図１４から
図２３に示されているように、その長さに沿った少なくとも１つの点で、別の断面形状、
例えば、図１４に示されているような三角形形状を呈してもよい。
【０１５７】
　アプリケータ要素は、様々な他の断面、例えば、図１５に示されているような正方形、
図１６及び図１７にそれぞれ示されているような五角形または六角形を、与えられてもよ
い。
【０１５８】
　アプリケータ要素は、少なくとも１つの平面または凹面を備えてもよい。一例として、
アプリケータ要素は、図１８に示されているように少なくとも１つの平面３０、図１９に
示されているように少なくとも１つの凹状の側面３２、または図２０に示されているよう
な少なくとも１つの凸状の側面３４を備える、円形断面の外被表面を備えてもよい。図２
０においても、アプリケータ要素は、長円形、特にレンズ形状である断面の外被表面を呈
してもよいことが、見ることができる。
【０１５９】
　図１４から図２０に示されている断面の例では、断面がコアに対して中心に配置されて
示されている。ある変形形態では、コアが、図２１から図２３に示されているように、ア
プリケータ要素に沿った少なくとも１つの点で外被表面の断面に対して中心がずれていて
もよい。図２１では、断面が正方形であり、図２２では矩形であり、且つ図２３では長円
形である。その形状が何であろうと、断面は、コアに対して中心に配置されても、中心か
らずれてもよい。
【０１６０】
　外被表面Ｅは、アプリケータ要素の長さの大部分に亘って、または更にその全長に亘っ
て一定の円形断面のものであってよい。
【０１６１】
　ある変形形態では、外被表面は、例えば、幾何形状が同様の方式で変化する、例えば、
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アプリケータ要素の自由端に向かって減少する断面を有する少なくとも１つの部分を呈し
てもよい。
【０１６２】
　更に、ある変形形態では、アプリケータ要素の外被表面Ｅの断面が、２つの軸方向端部
の間の少なくとも１つの極値、例えば、図２４で見ることができるように、最大値または
最小値を、または両方でさえも通過することができる。この図では、断面が、最小値４０
及び２つの最大値４１、４２を通過する。
【０１６３】
　別の変形形態では、アプリケータ要素の外被表面は、例えば、図２５に示されているよ
うに、コアに対して垂直である中央平面に関して対称的でない。この実施形態では、アプ
リケータ要素は、その上に小面（facets）５０が切られているブランクから作製される。
【０１６４】
　アプリケータ要素５のコア１０の長手方向軸Ｚは、ステム４の長手方向軸Ｘと一致して
もよい、または、ある変形形態では、異なってもよい。一例として、図２６は、アプリケ
ータ要素のコアが、軸Ｘと角度ｄを形成して軸Ｚに沿って延びる実施形態を示している。
角度は、例えば、１°から１５°の範囲にあってよい。
【０１６５】
　また、上記で説明された実施形態では、アプリケータ要素５のコアは、直線状であるが
、別段の記載がない限り、本発明の範囲を逸脱しない。
【０１６６】
　一例として、図２７から図２９は、アプリケータ要素のコアが曲線状である３つの実施
形態を示している。図２７に図示されている実施形態では、アプリケータ要素が、平坦な
面及び凹面を呈する。図２８の実施形態では、アプリケータ要素は、平坦な面５０及び凹
面を呈し、且つ図２９の実施形態では、アプリケータ要素は、２つの平坦な面５０を呈す
る。
【０１６７】
　図３０に図示されている実施形態では、アプリケータ要素は、長さの少なくとも一部分
に亘って曲線状であるコア１０、及びコアに対して垂直である中央平面に関して対称的で
ない外被表面Ｅを備える。また、軸Ｘとコアの軸との間の角度は、コアに沿ったいずれか
点で、９０°未満である。アプリケータ要素の自由端は、軸Ｘと並んでいない。
【０１６８】
　図２７に図示されている実施形態では、アプリケータ要素５が、長手方向軸Ｘから最も
遠いアプリケータ要素の点を構成する自由端５２を備える。
【０１６９】
　この実施形態では、アプリケータ要素のコアは、軸Ｘを含む平面の同じ側に、長手方向
軸Ｚに沿って延びている。
【０１７０】
　図３１に示されている別の変形形態では、アプリケータ要素が、互いに平行でない少な
くとも２つの軸Ｃ１、Ｃ２の周囲で曲線状である。軸Ｃ１及びＣ２は、例えば、垂直であ
る方向に延びている。
【０１７１】
　図３２に示されている変形形態では、アプリケータ要素が、切欠き５５がその中に切ら
れているブランクから作製される。
【０１７２】
　断面図では、切欠きが、外向きに凸状の形状を呈するが、切欠きの断面が外向きに凹状
の形状を呈することも本発明の範囲を逸脱しない。
【０１７３】
　上記で説明された実施形態では、コアが、その中で粗い毛が保持される撚られたワイヤ
によって構成される。
【０１７４】
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　コアの撚り糸は、左手撚りまたは右手撚りで与えられてもよい。
【０１７５】
　左手撚りを有するブラシを使用することが、特に有利である。図３３は、左手撚りを有
するコアを備えるブラシを示しており、且つ、図３４は、右手撚りを有するコアを備える
ブラシを示している。粗い毛の端部によって画定されたシートＮの経路が、一点鎖線で概
略的に示されており、シートは、コアに対して垂直である平面と角度βを形成している。
特許文献９が、有利には参照される。
【０１７６】
　コアは、図３５に示されているように、互いに撚られた２つの個別のコアによって形成
されたダブルコアであってよい。各個別のコアは、粗い毛を捕捉している、互いに撚られ
た２つの撚り糸を備えてもよい。２つの個別のコアのそれぞれは、Ｕ字形状に折りたたま
れた単一の撚られたコアの分岐によって構成され、２つの分岐が互いに撚られてもよい。
【０１７７】
　いずれかの種類の粗い毛が、本発明に従って作製されるアプリケータ要素内で使用され
てもよく、特に、粗い毛が円形または円形以外の断面を呈する。特に、異なる種類の粗い
毛の混合物、異なる長さの、オプションで同じ種類の、粗い毛の混合物を使用することが
可能である。
【０１７８】
　一例として、図示されているアプリケータ要素は、６５μｍから４００μｍの範囲にあ
る直径の、円形断面の、粗い毛で作製される。
【０１７９】
　断面で、図３６から図５３に概略的に示されている形状、例えば、図３６に示されてい
るような平面を備える円形形状、図３７に示されているような平坦な形状、図３８に示さ
れているような星形形状、例えば十字形状、または図３９に示されているような３つの分
岐を有し、形状図４０に示されているようなＵ字形状、図４１に示されているようなＨ字
形状、図４２に示されているようなＴ字形状、図４３に示されているようなＶ字形状、図
４４に示されているような中空形状、例えば、円形、または図４５に示されているような
正方形、図４６に示されているような、派生物を形成する例えば雪片形状、図４７に示さ
れているような、プリズム断面、例えば三角形、図４８に示されているような正方形、ま
たは図４９に示されているような六角形、または更に、図５０に示されているような長円
形状、特にレンズ形状、または図５１に示されているような砂時計形状のうちの１つを呈
する粗い毛を使用することが可能である。図５２に示されているように、互いにヒンジ接
合されている部分を有する粗い毛を使用することが可能である。図５３に示されているよ
うに、少なくとも１つの毛細管チャネル６０を呈する粗い毛を使用することが可能である
。
【０１８０】
　コアの撚り糸の間に配置される前に、コアの撚られた撚り糸の間に保持されている粗い
毛１１が、図５４に示されているように、オプションで直線状な形状、例えば、うねり形
状を呈することができる。
【０１８１】
　粗い毛が、その端部で、図５５に示されているようにビード６１、または図５６に示さ
れているようにスパイク６２を形成することを求めて、処理を受けてもよい。
【０１８２】
　図５７に示されているように電着加工された粗い毛、または更に、例えば、図５８に示
されているように、粗い毛の表面にマイクロレリーフを賦与するように、または磁性など
の特性をそれらに与えるように、粒子６４の充填剤、例えば水分吸収材料の粒子を含むプ
ラスチック材料を押し出し加工することによって作製された粗い毛を使用することが可能
である。
【０１８３】
　粗い毛は、滑動を助ける特性を呈する材料で作製されることもできる。
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【０１８４】
　粗い毛は、天然または合成であってもよく、且つこれらは、例えば、ポリエチレン（Ｐ
Ｅ）、ポリアミド（ＰＡ）、特にＰＡ６、ＰＡ６／６、ＰＡ６／１０、またはＰＡ６／１
２、ＨＹＴＲＥＬ（登録商標）、ＰＥＢＡＸ（登録商標）、シリコーン、及びポリウレタ
ン（ＰＵ）から選択される材料で作製できるが、これらは限定的ではない。
【０１８５】
　アプリケータ要素５のコアは、例えば、図５９に示されているように、そのそれぞれの
中に粗い毛の束が保持されている通し穴を備える、撚り糸以外であってもよい。
【０１８６】
　この実施形態では、コア１０は、アプリケータ要素５が容器内に挿入されること、及び
ワイパ部材９を通過することを容易にするような輪郭形状にされた、前部部分１０ａ及び
後部部分１０ｂを更に備える。
【０１８７】
　図６０に示されている別の変形形態では、アプリケータ要素５は、プラスチック材料を
成形することによって、特に射出成形することによって作製され、アプリケータ要素は、
コア１０と一体に作製され、且つステム４の軸Ｘに対して横方向に延びる歯６６を担持し
ているコア１０を備える。
【０１８８】
　当然、本発明は、上記で説明された実施形態に限定されない。
【０１８９】
　一例として、化合物は、振動アプリケータを用いて塗布されてもよい。
【０１９０】
　一例として図１Ａに示されているように、アプリケータは、例えば、ハンドル６に固定
され、且つ、オプションで取り外し可能な方式で、前記ハンドル上に固定されるのに適し
ている振動発生器３２０を備える。（振動源としても公知である）
【０１９１】
　このような振動発生器は、特許文献１０に記載されている。
【０１９２】
　振動は、睫毛のより良好な分離、及び繊維を含む化合物を使用するとき、前記繊維のよ
り良好な方向付け及び／または化合物を取る際のより大きな容易さを得ることを可能にす
る。化合物を取る間、アプリケータ要素が、振動源の振動を受けてもよく、それによって
、適切な場合、アプリケータ要素上により一様な方式で化合物が装填されることを可能に
する。
【０１９３】
　可撓性の部分２０が、アプリケータ要素５へ送信される振動を増幅してもよい。
【０１９４】
　特に、可撓性の部分２０が、振動源３２０から振動周波数と共振するようにして作製さ
れてもよく、それによって、振動の振幅を増幅することを可能にする。
【０１９５】
　図６１は、撚られた金属コア及びコアによって保持された粗い毛３３１を有するブラシ
３３０を備える特徴的な形態を呈するアプリケータ要素５を示しており、ブラシは、可撓
性の部分２０と一体に作製されている支持部３３２によって担持されている。考慮中の実
施形態では、支持部３３２は、ブラシ３３０から離れた側に歯３３３を呈する。ブラシの
コア３３０の端部が、支持部の残りの部分と一体に作製され、ワイパ部材を通過すること
を容易にするような輪郭形状にされた、壁３３５及び３３６の中に固定されている。支持
部が異なる形状であること、特に、支持部を歯３３３なしで、またはブラシなしで作製す
ることは、本発明の範囲を逸脱しない。
【０１９６】
　容器がそれを通ってアプリケータ要素が取り外されるワイパ部材を備えるとき、アプリ
ケータ要素は、オプションでワイパ部材を通過している間、振動を受けてもよく、それに
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よって、振動していないときに拭き取られる方式とは異なる方式でアプリケータ要素を拭
き取ることを可能にする。一例として、ユーザが、アプリケータ要素がワイパ部材を通過
している間、振動されるかどうかに応じて、アプリケータ要素を拭き取る少なくとも２つ
の程度の間でこのようにして選択することができる。
【０１９７】
　化合物は、化合物を塗布するために使用されるデバイスを用いて塗布されてもよく、デ
バイスは、少なくとも１つの指、手または手首を固定するための、または携帯型である、
取外し可能なファスナー手段、及び振動を発生させることを可能にする振動源を備える。
【０１９８】
　その態様の別のものでは、本発明はまた、
　－　睫毛または眉毛に化合物を塗布するためのアプリケータ要素、
　－　ステムその一方の端部にアプリケータ要素が固定されるステム、及び、対向するス
テムの端部に固定されたハンドルを備えるアプリケータを提供し、
　－　前記ステムが、異なる硬さを呈する材料で作られた２つのセグメントを有して作製
され、該セグメントが、アプリケータ要素に好ましくは隣接しているよりやわらかい材料
で作製されている。
　アプリケータ要素は撚られた金属コアを有するブラシであってよい。
【０１９９】
　その態様の別のものでは、本発明はまた、上記で定義されたような振動源及びアプリケ
ータを提供する。
【０２００】
　「あるものを備える（comprising a）」という用語は、逆に指定されていない場合、「
少なくとも１つを備える（comprising at least one）」と同義であるとして理解すべき
である。
【図面の簡単な説明】
【０２０１】
【図１】本発明のパッケージ及びアプリケータデバイスの実施形態を示す概略立面図であ
る。
【図１Ａ】変形実施形態を示す図１と同様の図である。
【図２】本発明のパッケージ及びアプリケータデバイスの実施形態を示す部分的な軸方向
断面概略図である。
【図３】図１及び２のデバイスのアプリケータの概略的、且つ断片的な軸方向部分図であ
る。
【図４】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図５】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図６】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図７】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図８】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図９】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１０】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１０Ａ】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１０Ｂ】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１０Ｃ】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１０Ｄ】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１０Ｅ】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１１】変形実施形態の可撓性の部分の断面図である。
【図１２】アプリケータの変形形態の立面図である。
【図１３】変形実施形態を示す図３と同様の図である。
【図１４】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図１５】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
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【図１６】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図１７】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図１８】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図１９】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図２０】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図２１】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図２２】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図２３】特に、ブラシの外被表面の断面の例を示す図である。
【図２４】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図２５】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図２６】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図２７】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図２８】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図２９】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図３０】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図３１】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図３２】ブラシの変形実施形態の部分図である。
【図３３】左手撚りの撚られたコアを示す図である。
【図３４】右手撚りの撚られたコアを示す図である。
【図３５】２つの個別の撚られたコアを互いに撚ることによって形成されたダブルコアの
概略図である。
【図３６】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図３７】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図３８】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図３９】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４０】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４１】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４２】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４３】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４４】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４５】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４６】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４７】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４８】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図４９】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図５０】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図５１】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図５２】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図５３】粗い毛の断面の様々な例を示す図である。
【図５４】うねりを付けられた粗い毛の側面図である。
【図５５】粗い毛の例の部分概略図である。
【図５６】粗い毛の例の部分概略図である。
【図５７】粗い毛の例の部分概略図である。
【図５８】粗い毛の例の部分概略図である。
【図５９】アプリケータ要素の変形実施形態を示す図である。
【図６０】アプリケータ要素の変形実施形態を示す図である。
【図６１】アプリケータ要素の変形実施形態を示す図である。
【符号の説明】
【０２０２】
　１　　アプリケータデバイス
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　２　　容器
　３　　アプリケータ
　４　　ステム
　４ａ　　遠端部
　４ｂ　　剛性の遠位部
　４ｃ　　剛性の近位部
　４ｇ　　剛性の部分
　５　　アプリケータ要素
　６　　ハンドル
　７　　ワイパ部材
　８　　ネック
　９　　ワイパオリフィス
　１０　　コア
　１０ａ　　前の部分
　１０ｂ　　後の部分
　１１　　粗い毛
　２０　　可撓性の部分
　２０Ａ　　可視部分
　２０ｂ　　カラー
　２０ｃ　　リブ
　２０ｅ　　広げられた頭部
　２０ｇ　　底部、狭窄部
　２０ｆ　　固定するための部分
　２０ｈ　　外側管状スカート
　２０ｋ　　環状の溝
　２０ｉ　　中央部分
　２０ｗ　　狭窄部
　２２、２４、２５、３００　　ハウジング
　２８　　溝
　３０　　平坦部
　３４　　凸状の側面
　４０　　最小値
　４１、４２　　最大値
　５０　　小面
　５２　　自由端
　５５　　切欠き
　６０　　毛細管チャネル
　６１　　ビード
　６２　　スパイク
　６４　　粒子
　６６　　歯
　３０１　　くぼみ
　３１０　　隙間
　３１２　　管状スカート
　３２０　　振動発生器、振動源
　３３０　　コア、ブラシ
　３３１　　粗い毛
　３３２　　支持部
　３３３　　歯
　３３５、３３６　　壁
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　Ｃ１、Ｃ２　　軸
　Ｅ　　外被表面
　Ｐ　　化合物
　Ｘ　　軸
　Ｚ　　長手方向軸
　β　　角度

【図１】 【図１Ａ】
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